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1.はじめに 

 近年，Web 上に存在するテキストデータは

増え続けている．また，Web テキストを処理

するための頑健な技術の開発は様々な方面か

ら求められている．評判情報抽出のように，

意味解析や文書分類といった基盤技術が求め

られるアプリケーションがあるが，Web 文書

に対してこれらの基盤技術はうまく適用でき

ない場合がある．たとえば，Web テキストに

多く含まれる固有名詞を中心とした映画のタ

イトルや署名といったような複数の単語から

なる表現(スターウォーズ等)は，文の意味を

捉えるにあたりよい手がかりになるが，単語

による分割を行うと複数の素性として扱われ

てしまう場合がある(スター,ウォーズ)．文書

分類や語義曖昧性解消など，文脈からトピッ

クを把握する必要があるタスクでは，関連性

のある文字や単語をまとめあげる必要がある．

また，既存のアプリケーションは単語分割が

正しく行われる前提で構築されているが，新

聞記事で学習された単語分割器は必ずしも

Web テキストに対して頑健であるとは限らな

いという問題点もある． 

新聞記事などの一般分野の記事とは異なり，

Web テキストには，常に新しい情報が流入す

るために，Web 発信の流行語等が含まれる可

能性が高い．服部らの研究[1]によって，特定

の分野におけるWeb テキストにおいては，

特に未知語の出現率が高いことがわかってい

る．教師あり形態素解析を行う際，単語の分

割境界を決めるために様々な単語が登録され

ている辞書を用いるが，辞書に登録されてい

ない語(未知語)が多いと解析の精度が低下し

てしまうという問題がある．新語は常に生み

出され続けるため，辞書を最新に更新し続け

るには多大なコストがかかる． 

 そこで，本研究では，Web テキストの意味

解析に向けた頑健な基盤技術の開発の第一歩

として，語義曖昧性解消タスクの 1 つ，隠語

の有害性判定タスクに取り組み，意味解析の

素性としての極大部分文字列の有効性を検証

する．極大部分文字列の取得には辞書が不要

であるため，頑健な解析を行うことができ，

語義曖昧性解消タスクにおいて bag-of-words

のベースラインと比較して性能が向上するこ

とを示す． 

2.関連研究 

岡野原らは文書分類タスクにおいて，極大

部分文字列集合を素性とすることで，bag-of-

words を素性とした場合よりも高い精度を得

られることを示した[2]．岡野原らとの研究と

は極大部分文字列集合を素性とする点で共通

しているが，局所的な文脈を見ることもでき

る語義曖昧性解消と，大局的な情報しか参照

できない文書分類とでタスクが異なっている． 

村本ら[3]はWeb テキストにおける固有名

詞の意味カテゴリの曖昧性を解消する研究を

行った．彼らの研究と語義曖昧性解消という

タスクは類似しているが，本研究では，隠語

の曖昧性解消を行うため，品詞が固有名詞だ

けではない点，また，テキストの分割粒度と

して極大部分文字列を用いる点で異なる．  

坪井ら[4]は単語 n-gram と系列パターンマ

イニングによって得た部分文字列を用いて e-

mail と Web 文書の著者推定を行う研究を行

った．単語と違う分割粒度を用いる点で本研

究と類似するが，本研究では長さが極大の部

分文字列を用いる点，また，隠語の有害性判

定タスクに取り組む点で異なる． 

3.極大部分文字列の抽出 

 文書中の全部分文字列の生起において，あ

る部分文字列 q1の生起が q2と同じ位置であ

るような部分文字列はいくつかの集合に分割

される．各集合において，長さが極大となる，
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かつ，出現回数が 2 回以上の部分文字列を極

大部分文字列と呼ぶ．文書中の全部分文字列

をすべて列挙すると計算量は文書長 d の 2 乗

に比例する．岡野原らの研究[2]では，拡張接

尾辞配列を用いて，効率的に全部分文字列を

列挙し，極大部分文字列を得る方法が提案さ

れた． 

次の 6 つのテキスト集合から，大麻のイベ

ントであるマリファナマーチを含む極大部分

文字列を抽出した結果を表 1 に示す． 

1. …ンキーがマリファナマーチをして… 

2. …やマリファナマーチなんかでは LSD… 

3. ？今年もマリファナマーチやります… 

4. …年前に大阪のマリファナマーチに… 

5. …も来年のマリファナマーチで「私… 

6. …？今年もマリファナマーチやりま… 

 

表 1.極大部分文字列の抽出 

頻度 出現した部分文字列

2回 のマリファナマーチ

6回 マリファナマーチ

2回 ？今年もマリファナマーチやります、…  

 

ある文章において，映画のタイトルや署名

といったような複数の単語からなる表現の出

現は，文章の意味を捉える際に良い指標とな

る．例として挙げた，マリファナマーチもそ

の１つである．しかし，従来のような単語に

よる分割を行うと表現特有の意味を失ってし

まう場合がある．このような表現を，極大部

分文字列集合として抽出することにより，複

数の単語からなる表現を１つの素性として用

いることができる． 

4.Web テキストの隠語の有害性判

定 

 本研究では語義曖昧性解消タスクの 1 つと

して「隠語の有害性判定」タスクに取り組む．

隠語とは特定の社会集団の中でのみ通用する

意味を持つ語である．隠語の種類を表 3 に示

す．隠語が曖昧であるとは，隠語が複数の意

味を持つ事を示している（H→いやらしい，

ヘロイン）．隠語が明確であるとは，隠語が

1 つの意味しか持たないことを示す(NAIST→

奈良先端大)．隠語の有害性は，隠語の出現

文脈において，その隠語が指す意味が，他人

を蔑んだり，中傷したりする表現や違法行為

そのもの，またはそれを助長するものと判断

した場合，有と判断する． 

表 2.隠語の種類

有害 有害/無害 無害

曖昧 H キノコ、スピード MBA、NLP

明確 托い NAIST

 

 隠語の有害性判定タスクとは，隠語を含む

文脈に対して，その文脈が有害/無害のどち

らの意味で使用されているのかを当てるタス

クである．たとえば，以下の 

1. おいしいキノコご飯を食べに行こう． 

2. 幻覚キノコの売買に携わる． 

3. 合法キノコを食べたらスピード違反で捕

まった． 

という文を考える．この場合，1.の文脈にお

いては「キノコ」は一般的な「食用キノコ」

の意味で用いられているが，2.の文脈におけ

る「キノコ」はマジックマッシュルームなど

の薬物を示す有害な意味で用いられている．

隠語の有害性判定タスクは，隠語が文脈にお

いて有害な意味で用いられているかどうかを

判別するタスクである．一方，3.のように複

数の曖昧性のある隠語が含まれる場合もある

ため，文書分類タスクとは異なる． 

この技術を利用することで，Web ページ管

理者が違法な書き込みを削除することのサポ

ートを行うことができると考えている．通常，

単語のパターンマッチングだけでは「キノコ」

のような日常でよく使われる一般的な名詞の

隠語の場合，無害な文脈を多数抽出してしま

い，有害な書き込みの検出が困難となる．有

害な隠語の曖昧性を解消することができれば

有害表現だけを効果的に検出することが可能

となり，管理者の負担を軽減することができ

る． 
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図 1.隠語の有害性判定方法 

 

 隠語の有害性判定の方法を図 1 に示す．あ

る文脈における隠語の有害性を人手によって

ラベルが付与されたデータから，単語 n-

gram と極大部分文字列を抽出し，素性とし

て分類器を学習させる．テスト時には，入力

として，ラベルが付与されていない隠語とそ

の周辺文脈を分類器に渡す．分類器は学習し

たモデルを用いて隠語の有害性判定を行い，

入力された隠語に対して，判定結果をラベル

として付与し，出力する． 

隠語の周辺文脈の抽出や，分類器のトレー

ニングには，テキストを何らかの粒度で分割

する必要がある．本タスクでは，Web テキス

トを対象とするため，一般分野の新聞記事な

どを対象に解析した場合と比較して，単語分

割の精度が期待できない．そこで，極大部分

文字列を素性として用いることで，有害性判

定性能の向上を図る． 

5.極大部分文字列を用いた隠語の

有害性判定実験 

 分類器の訓練における素性として，隠語と

その周辺文脈から単語 n-gram と極大部分文

字列を抽出し，隠語の有害性判定性能を比較

した． 

5.1使用データ 

 本研究で使用する隠語コーパスの作成にあ

たって，独自にWeb テキストの収集と有害

性のアノテーションを行った．収集したWeb

テキストを対象に，形態素解析用辞書

UniDic1(1.3.12)と形態素解析器

MeCab2(0.991)を用いて形態素解析を行った．

次に，テキスト中に含まれる隠語に対して，

前後 20 形態素を 1 文脈として 8,100 文脈を

抽出，各文脈における隠語が持つ有害性の有

無を人手でアノテーションした．実験では，

隠語コーパスからランダムに 100 文を 10 回

抽出し，テストデータとした． 

5.2ベースライン 

 ベースラインとして，単語 1-gram による

bag-of-words を用いた．単語はコーパス作成

時と同様に MeCab と UniDic を用いて分割を

行った．極大部分文字列の抽出には

esaxx3(0.0.3)を用いた．教師なし解析である

極大部分文字列集合の抽出では，すべてのデ

ータから極大部分文字列を抽出した．また，

隠語を含む文脈の分類には SVMlight 4 (V6.02) 

を使って，線形カーネルによる分類を行った．

分類器のトレーニングには，以下の 7 通りの

素性を用いた． 

1. 単語 1-gram． 

2. 単語 1～2-gram． 

3. 単語 1～3-gram． 

4. 極大部分文字列のみ． 

5. 単語 1-gram＋極大部分文字列． 

6. 単語 1～2-gram＋極大部分文字列． 

7. 単語 1～3-gram＋極大部分文字列． 

5.3評価尺度 

 有害性判定の結果を正解率，適合率，再現

率，F 値を用いて評価を行った．全 1,000 件

のテストデータにおける有害，無害ラベルの

分布には偏りが見られる．有害ラベルがつい

た隠語とその文脈の事例は 694 件であり，無

害ラベルがついた事例は 306 件である．

                                                           
1 http://www.tokuteicorpus.jp/dist/ 
2 http://mecab.sourceforge.net/ 
3 http://code.google.com/p/esaxx/ 
4 http://svmlight.joachims.org/ 
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表 3.隠語の有害性判定結果 

正解率 適合率 再現率 F値

単語1-gram(ベースライン) 93.7 92.30 85.9 89.0

単語1～2-gram 94.6 92.54 88.1 90.2

単語1～3-gram 94.6 94.15 88.1 91.0

極大部分文字列 94.3 93.86 86.9 90.2

極大部分文字列+単語1-gram 94.4 92.83 88.1 90.4

極大部分文字列+単語1～2-gram 94.4 93.50 88.4 90.9

極大部分文字列+単語1～3-gram 94.4 94.14 86.8 90.3

6.考察 

 10 回の実験結果の平均値を表 3 に示す．

実験の結果，単語 1-gram のベースラインと

比べて，極大部分文字列を素性として用いた

ことで，すべての評価尺度において性能が向

上した．また，単語 1-gram を用いた手法と，

単語 1～3gram までを用いた手法を比べると，

より長い単語列を用いたほうが全ての評価尺

度において性能が向上した．そのため，本タ

スクでは UniDic における短単位より長い粒

度の単位が効果的であることがわかった．極

大部分文字列を用いた提案手法は単語 1-

gram と単語 1～2-gram を素性に用いた手法

と同程度の F 値を達成しているが，提案手法

は単語分割されたデータを必要としないとい

う点で優れる．また，提案手法極大部分文字

列の出現頻度をパラメータとして持つが，こ

のパラメータを調整することによってさらに

性能をチューニングすることが可能である． 

 さらに，極大部分文字列は単語と併用して

素性に加えることができる．このタスクにお

いては単語 1～2gram と極大部分文字列の 2

つの素性を用いることで再現率が最も高くな

った．隠語の有害性判定タスクでは，有害な

表現を漏れなく検知するという目的から再現

率を高くすることが求められるため，単語 n-

gram と極大部分文字列を組み合わせた手法

が有害性判定タスクに対して有効であること

がわかった． 

7.エラー分析 

分類を間違ってしまった事例，全 396 件の

内，270 件が有害を無害として判定したもの

だった．その中には，人間が実際に見れば判

断できる文脈も多数含まれた．例として，隠

語「葉っぱ」(有害:大麻,無害:植物の茎や枝に

つくもの)を含む文脈 1 を挙げる．また，人

間が見てもよくわからない例として「weed」

(有害:大麻,無害:雑草)を含む文脈 2 を挙げる． 

1. …間違って葉っぱが一枚でもポケットに

入ってたりしたら，逮捕され，裁判… 

2. …諦めちゃダメなんだ！Weloveweed!こ

の記事にコメント… 

エラー分析を踏まえ，次の 3 つの手法を用

いることで性能改善を考えている． 

 １つ目は，素性ごとに重みを設定する方法

である．現在は，全素性の重みを等しく設定

している．有害な文脈に頻出する素性などに

対して重み付けすることで判定性能を改善で

きると考えている． 

 2 つ目は，素性抽出の際，局所的な文脈を

考慮することである．現在は，文脈中に含ま

れる各要素の位置を考慮していないが，対象

となる単語の周辺を考慮したり，出現位置を

素性にすることで，統語的な手がかりを用い

ることができる． 

 3 つ目は，有害性に曖昧性のない隠語リス

トを用いて，教師なしに有害性のある文脈を

自動的に獲得する手法である．隠語リストに

ない名詞は一般の辞書から取得できるため，

大規模にデータを獲得することができる． 

8.おわりに 

 本研究では，極大部分文字列を素性として，

Web テキストに対する隠語の有害性判定タス

クに取り組んだ．極大部分文字列を用いると，

複数の単語からなる表現を１つの素性として

用いることが可能となる．極大部分文字列と

単語 1～2-gram を素性に用いた結果，再現率

は 88.44 となった． 
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